
古
本
説
話
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

一

語
を
見
る
程
度
で
あ
る
。

　
テ
キ
ス
ト
に
は
、
岩
波
書
店
刊
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
本
説
話
集
』⑷

を
用
い

る
。
そ
の
底
本
は
文
化
庁
蔵
本
（
梅
沢
記
念
館
旧
蔵
）
で
あ
る
。
複
製
本
⑸

に
よ
り
表

記
を
確
認
し
た
。
な
お
、
傍
線
部
は
原
文
の
表
記
に
も
ど
し
た
。

　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
古
本
説
話
集
に
お
け
る
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
構
成
形
式
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
お

お
よ
そ
の
用
例
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　「
～
ム
ト
思
フ
」　

　
　
　（
一
六
例
）

　
　「
～
給
ヘ
」　

　
　
　
　
　
　（
六
例
）

　
　「
ホ
シ
」　

　
　
　
　
　
　（
一
三
例
）

　
　「
願

　
ネ
ガ
フ
」　

　
　
　
　（
四
例
）

　
　「
望

　
ノ
ゾ
ム
」　

　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
祈

　
イ
ノ
ル
」　

　
　
　（
一
四
例
）

　
　「
乞
・
請

　
コ
フ
」　

　
　
　（
六
例
）

　
　「
求

　
モ
ト
ム
」　

　
　
　
　（
五
例
）

　
　
目
次

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
　
　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
　
　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
　
　
四
、
お
わ
り
に

　
一
、
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
別
稿
⑴

を
受
け
、
古
本
説
話
集
を
研
究
資
料
と
し
て
、
そ
れ
に
お
け
る

希
望
表
現
⑵

の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
古
本
説
話
集
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』⑶

な
ど
に
よ
る
と
、
唯
一
の
写
本
で

あ
る
梅
沢
記
念
館
蔵
鎌
倉
中
期
写
本
に
は
書
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
昭
和
一
八

年
（
一
九
四
三
）
に
重
要
美
術
品
に
認
定
さ
れ
た
際
に
仮
題
と
し
て
付
さ
れ
た
「
古

本
説
話
集
」
を
通
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
原
書
名
未
詳
、
編
者
未
詳
の
説

話
集
で
あ
り
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
大
治
年
間
（
一
一
二
六
～

一
一
三
一
）
成
立
が
有
力
で
あ
る
。
前
半
は
世
俗
説
話
四
六
話
、
後
半
は
仏
教
説
話

二
四
話
、
計
七
〇
話
を
集
録
す
る
。
今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
世
継
物
語
と

共
通
す
る
説
話
を
多
く
含
む
。
本
文
は
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
僅
か
に
漢
字
表
記
の

古
本
説
話
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

柴

　田

　昭

　二

　
　

連

　
　
　仲

　友
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二

　
　「
バ
ヤ
」　

　
　
　
　
　
　
　（
九
例
）

　
　「
ガ
ナ
」　

　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
テ
シ
ガ
ナ
」　

　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
ナ
ム
」　

　
　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
マ
ホ
シ
」　

　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
マ
シ
」　

　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
古
本
説
話
集
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
は
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
宇
治
拾
遺

物
語
な
ど
と
同
じ
く
、
慣
用
形
式
、
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
形
式
、
終
助
詞
・
助
動

詞
形
式
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
慣
用
形
式
は
「
～
ム
ト
思
フ
」「
～
給
へ
」、
名
詞

形
式
は「
願
」、
形
容
詞
形
式
は「
ホ
シ
」、
動
詞
形
式
は「
願
フ
」「
望
ム
」「
祈
ル
」「
乞

フ
」「
請
フ
」「
求
ム
」、
終
助
詞
形
式
は
「
バ
ヤ
」「
ガ
ナ
」「
テ
シ
ガ
ナ
」「
ナ
ム
」、

助
動
詞
形
式
は
「
マ
ホ
シ
」「
マ
シ
」
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
希
望
表
現
の
重
要
な

構
成
形
式
で
あ
る
「
～
ム
ト
ス
」
お
よ
び
音
読
形
式
の
名
詞
「
欲
」、
助
動
詞
形
式
の

「
願
ハ
ク
ハ
」は
見
ら
れ
な
い
。
な
お「
～
ム
ト
ス
」「
～
ム
ズ
」は
す
べ
て
将
然
の
意

で
用
い
ら
れ
る
。

　
三
、
各
形
式
の
用
法

　（
一
）慣
用
形
式
の
用
法

　
１
、「
～
ム
ト
思
フ
」

　
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
「
～
ム
ト
思
フ
」
は
一
六
例
見
ら
れ
、
主
に
和
歌
と
会

話
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）代
は
ら
む
と
お
も
ふ
命
は
惜
し
か
ら
で
さ
て
も
別
れ
む
ほ
ど
ぞ
悲
し
き

�

（
上
五

　
四
一
一
頁
）

　
例
（
１
）
は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。「
わ
が
子
に
代
り
た
い
と
思
う
私
の
命

は
」
の
意
と
解
さ
れ
、
希
望
表
現
の
下
位
分
類
の
「
願
望
⑹

を
「
説
明
」⑺

す
る
用
法
で

あ
る
。

（
２
）
国
へ
下
り
着
き
て
、
い
つ
し
か
と
文
上
け
む
と
思
ふ
に
、
た
し
か
な
る
便
り

も
な
し
。（
上
二
八

　
四
三
六
頁
）

（
３
）「
我
行
ひ
し
こ
と
は
、
一
切
衆
生
の
苦
を
抜
か
ん
と
思
ひ
て
こ
そ
、
芥
子
ば
か

り
身
を
捨
て
ぬ
所
な
く
は
行
ひ
し
か
。」（
下
五
五

　
四
七
〇
頁
）

（
４
）「
こ
の
辺
に
す
ま
む
と
思
ひ
て
来
た
る
に
、
家
も
な
し
。
便
り
も
な
け
れ
ば
、

い
か
ゞ
せ
ま
し
」と
言
へ
ば
、（
下
六
二

　
四
九
〇
頁
）

　
例（
２
）は「
早
く
京
へ
手
紙
を
出
し
た
い
と
思
う
が
、」の
意
、
例（
３
）は「
衆
生

の
苦
を
抜
き
た
い
と
思
っ
て
、」の
意
、
例（
４
）は「
こ
の
辺
に
住
み
た
い
と
思
っ
て

来
た
が
、」の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
従
属
節
に
用
い
ら
れ
て
、「
願
望
」を「
説
明
」

す
る
用
法
で
あ
る
。

　
２
、「
～
給
へ
」の
用
法

　「
～
給
ヘ
」
は
六
例
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
会
話
文
か
心
話
文
に
お
け
る
用
例
で
あ

る
。

（
５
）「
わ
が
頼
み
奉
り
た
る
観
音
、
助
け
給
へ
」と
思
ふ
ほ
ど
に
、

�

（
下
四
八

　
四
五
六
頁
）

（
６
）仏
の
御
前
に
向
き
て
、「
観
音
、
助
け
給
へ
」と
手
を
す
り
て
惑
ふ
に
、

�

（
下
四
九

　
四
五
七
頁
）
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古
本
説
話
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

三

（
７
）「
大
悲
観
音
、
助
け
給
へ
」
と
言
ふ
よ
り
ほ
か
に
ま
た
申
こ
と
も
な
か
り
け
れ

ば
、（
下
六
七

　
五
〇
六
頁
）

　
例（
５
）（
６
）は
心
話
文
、
例（
７
）は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、
い
ず
れ
も
命

令
形
を
取
り
な
が
ら
神
仏
に
対
し
て
「
助
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
祈
り
の
心
情
を
表

し
、「
希
求
」⑻

を「
表
出
」⑼

す
る
用
法
で
あ
る
。

（
８
）「
疾
く
法
師
に
な
さ
せ
給
へ
」
と
、
涙
に
む
せ
か
へ
り
て
、
泣
く
〳
〵
言
ひ
け

れ
ば
、（
上
四
〇

　
四
四
六
頁
）

　
例
（
８
）
は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
早
く
法
師
に
な
ら
せ
て
ほ
し
い
」
の
意

と
解
さ
れ
、
向
か
う
対
象
は
神
仏
で
は
な
く
、
貴
い
聖
人
に
向
か
い
依
頼
・
懇
願
す

る
命
令
形
を
取
り
な
が
ら
人
に
対
す
る「
希
求
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
古
本
説
話
集
に
お
け
る「
～
給
へ
」の
用
例
は「
願
ク

ハ
」
と
呼
応
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、「
願
ク
ハ
～
給
ヘ
」
の

形
で
は
な
く
、
単
独
の
「
～
給
へ
」
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
考
え
る
に
、「
願
ク

ハ
」
は
元
々
漢
文
訓
読
語
で
、
漢
文
訓
読
調
の
文
献
に
多
用
さ
れ
る
が
、
古
本
説
話

集
は
和
文
脈
の
文
章
で
あ
り
、
漢
文
訓
読
体
の
表
現
「
願
ク
ハ
～
命
令
形
」
に
対
応

す
る
希
望
表
現
と
考
え
た
い
。

　（
二
）形
容
詞
、
名
詞
、
動
詞
形
式
の
用
法

　
１
、「
ホ
シ
」の
用
法

　
形
容
詞「
ホ
シ
」の
用
例
は
一
三
例
見
ら
れ
、
そ
の
内「
ホ
シ
サ
」は
一
例
、「
ホ
シ

ガ
ル
」が
一
例
含
ま
れ
る
。

（
９
）鶯
よ
な
ど
さ
は
鳴
く
ぞ
乳
や
ほ
し
き
小
鍋
や
ほ
し
き
母
や
恋
し
き

�

（
上
一
六

　
四
二
二
頁
）

　
例
（
９
）
は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
、「
乳
が
ほ
し
い
の
か
。
小
鍋
が
ほ
し
い
の

か
。」の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
10
）物
の
み
ほ
し
く
て
、
経
も
読
ま
れ
ず
、
念
仏
だ
に
せ
ら
れ
ず
。

�

（
下
五
三

　
四
六
四
頁
）

　
例（
10
）は
地
の
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
物
を
欲
が
る
ば
か
り
で
、」の
意
と
解
さ

れ
、
こ
れ
も「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
11
）「
今
二
三
日
の
程
、
馬
の
草
の
少
し
ほ
し
き
。
く
れ
て
ん
や
」と
言
へ
ば
、

�

（
下
五
四

　
四
六
八
頁
）

　
例（
11
）は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
馬
の
草
が
少
し
欲
し
い
。」の
意
と
解
さ

れ
、
こ
れ
は「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
12
）さ
て
、
物
の
ほ
し
さ
も
失
せ
ぬ
。（
下
五
三

　
四
六
五
頁
）

（
13
）「
陸
奥
国
よ
り
、
こ
の
馬
を
た
ゞ
据
え
て
上
ら
せ
給
つ
る
馬
を
、
よ
ろ
づ
の
人

の
ほ
し
が
り
て
、」（
下
五
八

　
四
八
〇
頁
）

　
例
（
12
）
は
「
物
を
欲
す
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。」
の
意
と
解
さ
れ
、「
ホ
シ
」
と

接
尾
語「
サ
」と
複
合
し
た
名
詞
用
法
で
あ
る
。
一
方
の
例（
13
）は
、「
多
く
の
人
が

こ
の
馬
を
欲
し
が
っ
て
、」
の
意
と
解
さ
れ
、「
ホ
シ
」
と
接
尾
語
「
ガ
ル
」
と
複
合
し

た
他
人
の
希
望
を
表
現
す
る
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
ホ
シ
」
の
対
象
物
は
、
例
（
11
）
に
お
け
る
「
乳
」「
小
鍋
」、
例
（
13
）
に

お
け
る「
馬
の
草
」、
例（
15
）に
お
け
る「
馬
」を
除
け
ば
、
他
は
す
べ
て「
物

　
ほ
し
」
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四

の
慣
用
的
な
用
例
で
あ
る
。

　
２
、「
願
」の
用
法

　「
願
」
は
四
例
見
ら
れ
、
そ
の
内
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
音
読
形
式
の
名
詞
「
願
」
は

二
例
、
訓
読
形
式
の
動
詞「
願
フ
」は
二
例
見
ら
れ
る
。

（
14
）
い
ま
一
人
は
、
后
の
御
裳
の
裾
を
ひ
き
被
き
て
伏
し
給
て
、
多
く
の
願
を
立

て
給
ふ
。（
下
六
三

　
四
九
三
頁
）

　
例（
14
）は「
多
く
の
願
を
お
立
て
に
な
っ
た
」の
意
と
解
さ
れ
る
。
こ
の「
願
」は

仏
教
的
な
内
容
で
名
詞
用
法
で
あ
る
。

（
15
）も
ろ
〳
〵
の
ね
か
ひ
み
な
満
ち
ぬ
る
こ
と
な
り
。（
下
五
三

　
四
六
四
頁
）

（
16
）「
馬
を
が
な
」
と
ね
か
ひ
惑
ひ
け
る
程
に
、
こ
の
馬
を
見
て
、「
い
か
に
せ
ん
」

と
騒
ぎ
て
、（
下
五
八

　
四
八
二
頁
）

　
例（
15
）に
お
け
る「
ね
が
ひ
」は
動
詞
連
用
形
の
名
詞
法
で
あ
り
、
仏
教
的
な「
願
」

よ
り
広
い「
事
物
を
願
う
こ
と
」を
表
す
も
の
で
あ
る
。
例（
16
）に
お
け
る「
ね
が
ひ
」

は
複
合
動
詞
の
一
部
で
、
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
３
、「
望
」の
用
法

　「
望
」は
一
例
見
ら
れ
る
。

（
17
）挙
周
、
の
そ
む
事
有
け
る
に
、
申
文
の
奥
に
書
き
て
、（
上
五

　
四
一
一
頁
）

　
例（
17
）に
お
け
る「
の
ぞ
む
」は
動
詞
連
体
形
で
、
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
４
、「
祈
」の
用
法

　「
祈
」は
一
四
例
見
ら
れ
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式
に
お
い
て
多
い
存
在
で
あ
る
。

（
18
）
人
の
い
の
り
は
、
貴
き
も
き
た
な
き
も
、
た
ゞ
よ
く
心
に
入
り
た
る
が
験
あ

る
な
り
。（
下
五
二

　
四
六
三
頁
）

（
19
）「
母
の
尼
し
て
い
の
り
は
す
べ
し
」と
、（
下
五
二

　
四
六
三
頁
）

　
例
（
18
）（
19
）
に
お
け
る
「
い
の
り
」
は
「
祈
る
こ
と
」
の
意
で
、
動
詞
連
用
形
の

名
詞
用
法
で
あ
る
。

（
20
）「
御
い
の
り
せ
よ
」と
い
ふ
仰
も
な
か
り
け
れ
ば
、
御
し
ん
に
も
召
さ
ず
。

�

（
下
五
二

　
四
六
一
頁
）

（
21
）「
そ
れ
を
召
し
て
い
の
ら
せ
さ
せ
給
は
ば
、
怠
ら
せ
給
な
む
か
し
」と
申
せ
ば
、

�

（
下
六
五

　
五
〇
〇
頁
）

　
例（
20
）（
21
）は「
祈
る
」の
意
で
あ
り
、
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
22
）「
そ
れ
は
、
た
ゞ
今
参
ら
ず
と
も
、
こ
ゝ
な
が
ら
い
の
り
参
ら
せ
候
は
ん
」
と

言
へ
ば
、（
下
六
五

　
五
〇
一
頁
）

（
23
）「
さ
ら
ば
、
い
の
り
参
ら
せ
ん
。」（
下
六
五

　
五
〇
一
頁
）

　
例（
22
）（
23
）に
お
け
る「
祈
り
参
る
」は
複
合
動
詞
形
式
で
あ
り
、
実
動
詞
用
法
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古
本
説
話
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

五

で
あ
る
。

　
５
、「
乞
」の
用
法

　「
乞
」は
五
例
見
ら
れ
る
。

（
24
）
雪
消
え
た
ら
ば
こ
そ
出
で
て
こ
し
き
を
も
せ
め
、
人
を
知
り
た
ら
ば
こ
そ
「
訪

へ
」と
も
言
は
め
、（
下
五
三

　
四
六
三
頁
）

　
例
（
24
）
に
お
け
る
「
乞
食
」
は
出
家
者
が
仏
の
教
え
に
従
っ
て
門
立
ち
を
し
て
食

を
求
め
る
、
即
ち
托
鉢
の
こ
と
で
あ
る
。

（
25
）
今
は
昔
、
逢
坂
の
関
に
、
行
き
来
の
人
に
物
を
こ
ひ
て
、
世
を
過
ぐ
す
物
あ

り
け
り
。（
上
二
四

　
四
二
八
頁
）

（
26
）「
あ
の
男
の
持
ち
た
る
物
は
何
ぞ
。
か
れ
こ
ひ
て
、
我
に
得
さ
せ
よ
」と
、

�

（
下
五
八

　
四
七
六
頁
）

（
27
）隣
の
郡
の
人
も
、
聞
き
つ
ゝ
、
物
こ
ふ
に
従
ひ
つ
取
ら
す
。

�

（
下
六
二

　
四
九
一
頁
）

（
28
）
大
き
な
る
校
倉
の
あ
る
を
開
け
て
、
物
取
り
出
で
さ
す
る
程
に
、
こ
の
鉢
飛

び
て
、
例
の
物
こ
ひ
に
来
た
り
け
る
を
、（
下
六
五

　
四
九
八
頁
）

　
例（
25
）（
26
）（
27
）（
28
）に
お
け
る「
こ
ふ
」は
い
ず
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
６
、「
請
」の
用
法

　「
請
」は
一
例
見
ら
れ
る
。

（
29
）
五
六
日
こ
ひ
念
ず
れ
ば
、
十
日
ば
か
り
に
な
り
に
け
れ
ば
、
力
も
な
く
、
起

き
上
が
る
べ
き
心
地
も
せ
ず
。（
下
五
三

　
四
六
三
頁
）

　
例（
29
）に
お
け
る「
こ
ひ
念
ず
れ
ば
」は「
仏
に
祈
念
す
る
」の
意
で
あ
り
、
複
合

動
詞
形
式
の
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
７
、「
求
」の
用
法

　「
求
」の
用
例
は
五
例
見
ら
れ
る
。

（
30
）「
高
き
位
を
も
と
め
、
重
き
宝
を
も
と
め
ば
こ
そ
あ
ら
め
、
た
ゞ
今
日
食
べ
て
、

命
生
く
ば
か
り
の
物
を
も
と
へ
て
賜
べ
」と
申
程
に
、（
下
五
三

　
四
六
四
頁
）

（
31
）「
近
く
水
や
あ
る
」と
走
り
騒
ぎ
、
も
と
む
れ
ど
も
、
水
も
な
し
。

�

（
下
五
八

　
四
七
七
頁
）

（
32
）御
殿
籠
り
入
ら
せ
給
つ
れ
ば
、
水
も
と
め
候
ひ
つ
れ
ど
も
、

�

（
下
五
八

　
四
七
八
頁
）

　
例（
30
）（
31
）（
32
）は「
高
い
地
位
を
求
め
、」「
貴
重
な
宝
を
求
め
、」「
物
を
求
め
、」

「
水
を
求
め
、」の
意
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。
な
お
、
例（
30
）に

お
け
る「
求
べ
て
」は
原
文「
へ
」と
あ
り
、
音
韻
変
化
に
よ
る
も
の
と
解
釈
す
る
。

　（
三
）終
助
詞
・
助
動
詞
の
用
法

　
１
、「
バ
ヤ
」の
用
法
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六

　
古
本
説
話
集
に
「
バ
ヤ
」
は
九
例
見
ら
れ
、
そ
の
内
和
歌
に
一
例
、
会
話
文
に
二

例
、
心
話
文
に
六
例
見
ら
れ
る
。

（
33
）め
ぐ
り
く
る
春
〳
〵
ご
と
に
桜
花
い
く
た
び
散
り
き
人
に
問
は
ゝ
や

�

（
上
三
八

　
四
四
四
頁
）

　
例（
33
）は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
、「
人
に
聞
い
て
み
た
い
も
の
だ
。」の
意
と
解

さ
れ
、「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
34
）「
か
く
お
か
し
く
、
め
で
た
き
御
有
様
を
「
人
聞
き
け
り
」
と
思
し
召
さ
れ
ん

料
に
、
知
ら
れ
は
や
」な
ど
言
え
ば
、（
上
一

　
四
〇
四
頁
）

（
35
）俊
賢
の
宰
相
、「
内
侍
に
な
さ
は
や
」と
の
た
ま
ひ
け
る
と
ぞ
。

�

（
上
一
二

　
四
一
九
頁
）

　
例
（
34
）（
35
）
は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
御
所
の
方
に
知
ら
れ
た
い
」「
内

侍
に
し
て
ほ
し
い
」の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
36
）「
た
ゞ
す
ゞ
ろ
に
を
の
づ
か
ら
物
を
食
は
ゝ
や
」
と
思
へ
ば
、
め
で
な
く
し
据

ゑ
て
、
き
と
は
得
ぬ
。

�

（
下
六
八

　
五
一
〇
頁
）

（
37
）「
手
も
あ
ら
は
や
」と
思
へ
ば
、
す
ゞ
ろ
に
出
で
来
。（
下
六
八

　
五
一
〇
頁
）

　
例
（
36
）（
37
）
は
心
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
物
を
食
べ
た
い
。」「
人
手
が
欲

し
い
。」の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
２
、「
ガ
ナ
」の
用
法

　「
ガ
ナ
」は
二
例
見
ら
れ
る
。

（
38
）
身
投
ぐ
と
も
人
に
知
ら
れ
じ
世
の
中
に
知
ら
れ
ぬ
山
に
見
る
よ
し
も
哉
（
上

一
七

　
四
二
二
頁
）

（
39
）「
馬
を
か
な
」
と
願
ひ
惑
ひ
け
る
程
に
、
こ
の
馬
を
見
て
、「
い
か
に
せ
ん
」
と

騒
ぎ
て
、（
下
五
八

　
四
八
二
頁
）

　
例（
38
）は
和
歌
、（
39
）は
心
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
身
を
投
げ
る
術
が
ほ
し

い
。」「
馬
が
ほ
し
い
。」の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
３
、「
テ
シ
ガ
ナ
」の
用
法

　「
テ
シ
カ
ナ
」は
一
例
見
ら
れ
る
。

（
40
）十
日
の
国
に
い
た
り
て
し
か
な（
上
五

　
四
一
〇
頁
）

　
例
（
40
）
は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
、「
十
日
に
は
あ
の
国
に
到
着
し
た
い
」
の
意

と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
４
、「
ナ
ム
」の
用
法

　「
ナ
ム
」は
和
歌
に
二
例
見
ら
れ
る
。

（
41
）頼
み
て
は
久
し
く
成
ぬ
住
吉
の
ま
つ
こ
の
た
び
の
し
る
し
見
せ
な
む

�

（
上
五

　
四
一
一
頁
）

（
42
）心
み
に
雨
も
降
ら
な
ん
宿
過
ぎ
て
空
行
く
月
の
影
や
と
ま
る
と
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古
本
説
話
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

七

�

（
上
六

　
四
一
二
頁
）

　
例
（
41
）（
42
）
は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
、「
霊
験
を
し
め
し
て
ほ
し
い
。」「
雨

で
も
降
っ
て
ほ
し
い
。」の
意
と
解
さ
れ
、
他
者
に
対
す
る「
希
求
」を「
表
出
」す
る

用
法
で
あ
る
。

　
５
、「
マ
ホ
シ
」の
用
法

　「
マ
ホ
シ
」は
二
例
見
ら
れ
る
。

（
43
）
古
め
か
し
う
お
ぼ
し
つ
ゝ
み
て
お
は
す
る
に
、
気
高
き
交
ら
ひ
も
せ
さ
せ
ま

ほ
し
う
お
ぼ
せ
ど
、
か
く
う
ち
合
は
ぬ
身
の
有
様
な
れ
ば
、
思
ひ
も
か
け
ず
。

�

（
上
二
八

　
四
三
四
頁
）

（
44
）会
は
ぬ
ま
で
も
、
見
に
行
か
ま
ほ
し
け
れ
ど
、（
下
六
四

　
四
九
五
頁
）

　
例
（
43
）（
44
）
は
「
気
高
い
交
じ
ら
い
を
し
た
い
と
思
う
が
、」「
見
に
行
き
た
い

け
れ
ど
、」の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
６
、「
マ
シ
」の
用
法

　「
マ
シ
」は
一
例
見
ら
れ
る
。

（
45
）世
中
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思
ふ
人
な
き
は
多
く
も
な
り
に
け
る
か
な

�

（
上
三
六

　
四
四
三
頁
）

　
例（
45
）は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
、「
世
の
中
に
も
っ
と
い
て
ほ
し
い
と
思
う
人
」

の
意
と
解
さ
れ
、「
希
求
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
四
、
お
わ
り
に

　
古
本
説
話
集
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
形
式
は
多
様
に
わ
た
る
。
し
か
し
、
音

読
形
式
の
名
詞
「
欲
」、
助
動
詞
用
法
の
「
願
ハ
ク
ハ
～
給
ヘ
」
は
見
ら
れ
な
い
。
こ

れ
は
古
本
説
話
集
の
文
体
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
各
形
式
の
用
法
に
つ
い
て
見
る
と
、「
～
ム
ト
思
フ
」
は
す
べ
て
従
属
節
に
用
い

ら
れ
、
希
望
表
現
の
下
位
分
類
の「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。「
～
給
へ
」

は「
願
ク
ハ
～
給
ヘ
」の
形
式
で
は
な
く
、
単
な
る「
～
給
へ
」の
形
式
で「
希
求
」を

「
表
出
」
す
る
用
法
で
あ
る
。「
ホ
シ
」
は
主
に
「
物
欲
し
」
の
形
で
「
願
望
」
を
表
し
、

そ
れ
に
接
尾
語
と
複
合
し
た
「
ホ
シ
サ
」「
ホ
シ
ガ
ル
」
で
名
詞
用
法
、
動
詞
用
法
が

見
ら
れ
る
。「
願
」
は
仏
教
用
語
と
し
て
の
音
読
形
式
の
名
詞
用
法
と
広
く
「
願
う
こ

と
」を
表
す「
願
ひ
」及
び
実
動
詞
用
法
が
見
ら
れ
る
。「
祈
」は
名
詞
用
法
と
実
動
詞

用
法
が
見
ら
れ
る
が
、「
望
」「
乞
」「
請
」「
求
」
は
実
動
詞
用
法
の
み
見
ら
れ
る
。

終
助
詞「
バ
ヤ
」「
ガ
ナ
」「
テ
シ
ガ
ナ
」は「
願
望
」を「
表
出
」す
る
が
、「
ナ
ム
」は

「
希
求
」を「
表
出
」す
る
。
終
助
詞「
マ
ホ
シ
」「
マ
シ
」は「
願
望
」を「
説
明
」す
る
。

　
総
じ
て
言
え
ば
、
古
本
説
話
集
に
お
け
る
希
望
表
現
は
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た

説
話
文
学
資
料
の
希
望
表
現
と
小
異
を
有
す
る
が
、
基
本
的
に
は
同
じ
傾
向
の
も
の

で
あ
る
。

【
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注
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）柴
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昭
二
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仲
友「
希
望
表
現
の
通
史
的
研
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序
説
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香
川
大
学
教
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学
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研
究
報

告
第
Ⅰ
部
第
１
０
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号
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12
年
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月

（
２
）
こ
こ
で
い
う
希
望
表
現
と
は
、
人
の
願
い
望
み
に
関
す
る
、
一
種
の
心
情
的
表
現
形
式

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
、
話
者
自
身
の
動
作
・
状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ
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八

る
も
の
を
「
願
望
表
現
」、
他
者
の
動
作
・
状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を
「
希
求�

表

現
」
と
称
す
る
。
さ
ら
に
、
希
望
を
直
接
発
す
る
場
合
を
希
望
の
「
表
出
」、
そ
れ
以�

外
の

問
い
質
し
や
過
去
な
ど
の
場
合
を
希
望
の
「
説
明
」
と
称
す
る
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、

「
願
望
」は「
～
た
い
」の
形
で
、「
希
求
」は「
～
て
ほ
し
い
」の
形
で
表
現
す
る
の
が
最
も
一

般
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
称
現
在
形
形
式「
一
人
称
～
た
い
」�「
一
人
称
～
て
ほ
し

い
」は
そ
れ
ぞ
れ「
願
望
」、「
希
求
」の「
表
出
」で
あ
り
、
一
人
称
の
過
去
形「
一
人
称
～
た

か
っ
た
」「
一
人
称
～
て
ほ
し
か
っ
た
」、
二
人
称
形
式
「
二
人
称
～
た
い
か
」「
二
人
称
～

て
ほ
し
い
か
」、
三
人
称
の「
三
人
称
～
た
が
る
」「
三
人
称
～
て
ほ
し
が
る
」な
ど
の
形
式
は
、

「
説
明
」に
あ
た
る
。
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